
公益社団法人 NEXT VISION 

令和２年度事業報告書 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

 

I. 実施事業 

1. 視覚障害者に対する直接支援事業（公益目的事業①） 

（１）当事者向け講座、セミナー事業 ビジョンパークチャンネル 

遠隔で当事者、家族、支援者への情報提供を行い、地域性による情報格差を軽減し、全

国の情報障害者を減らします。 

 

１）ビジョンパークチャンネル 

●iPhone・iPad活用ラウンジ 

2020/5/22 ロービジョン者の iPhone・iPadの便利機能 

拡大して見やすくするアプリ、Siriによる音声操作の紹介など 

参加者：31名 

2020/6/29 しゃべって使う iPhoneの機能やスマートスピーカーの活用 

スマート家電、コロナ禍の買い物やメガネ型スピーカーなど 

参加者：17名 

2020/7/27 読むこと、書くこと、描くこと、見ることに活用 

どう使って目的を達成するかの工夫、合わせ技も紹介 

参加者：13名 

2020/8/24 ネットの情報バリアの現状から便利な情報まで皆様の質問に回答 

文字をテキストに変換する LINEの機能や使いやすい Webページの紹介 

参加者：64名 

2020/9/28 ウェアラブルデバイスによるヘルスケアの話題まで皆様の質問に回答 

英会話上達の活用法、テレワークの課題、音声家電など 

参加者：56名 

2020/10/26 ゲスト：園 順一  参加者：59名 

2020/11/30 ゲスト：井上直也  参加者：62名 

2020/12/14 ゲスト：若宮正子  参加者：65名 

2021/1/9  ゲスト：谷口 遥  参加者：65名 

2021/2/15  ゲスト：御園政光  参加者：151名 

2021/3/29   ゲスト：品川博之  参加者：165名 

 

（総評） 

コロナより 5月以降ビジョンパークでの現地開催から zoomをつかったオンライン開催

へと変更しました。現在多くの方にテクノロジーリテラシー向上もあり毎回１５０名以上

の参加があり、エリアを問わない情報処方が行えています。前半のスペシャルゲスト対談

パートと後半の井上講師によるオンライン指導の時間を分けることでより満足度が高くな

ったと感じています。今後は医療者や支援者も含めてより多くの方に周知を広めていきた

いと思います。 

 

２）NEXT VISIONセミナー 

 2021/2/25 網膜再生医療の進展（医療従事者向け）講師：高橋政代 参加者：222名  

 2021/2/26 網膜再生医療の進展（一般向け）講師：高橋政代 参加者：349名 

（総評） 

 新型コロナ感染拡大対策のためビジョンパークにおけるセミナー開催は困難と判断し、

オンラインでの開催となりました。結果的に医療従事者向け、一般向けともに全国から参



加があり、盛況となりました。対面によるセミナーの魅力はありますが、参加者の利便性

を考えると新型コロナに関係なく、今後もオンラインによるセミナー開催は継続する価値

があり、今後はハイブリッドにより開催を検討したいと考えます。 

 また、コロナ禍であっても人々が必要とする情報は変わらず存在し、コロナ禍だからこ

そ適時の情報提供が必要であると考えられることから、次年度以降は定期的なセミナーの

開催を行う予定です。 

 

３）「私の見え方・見えにくさ」伝え方講座 

 本講座は対面での講習となるため、新型コロナ感染拡大対策のため開催できませんでし

た。 

 

（２）当事者向け体験事業  

見えない・見えにくい方を対象として、スポーツや映画鑑賞など様々な文 化体験をし

てもらい、晴眼者と同じように趣味や生きがいを見つけて社会生 活を楽しむ機会を設け

ることで、見えない・見えにくい方の社会復帰、社会の戦力化を支援する活動等を行いま

す。 

１）クライミング 

（総評） 

本年度はコロナに伴い実施することはできませんでしたが、コロナが落ち着くまでは開

催は難しい状態は続くと考えます。コロナの収束をただ待つのではなく、ビジョンパーク

の象徴であるクライミングウォールを背景として今後も運動や趣味に関わる情報発信を行

えればと思っています。 

 

２）体幹トレーニング （オンライン開催） 

2020/4/30   参加者：14名 

2020/9/4    参加者：28名 

2020/10/16   参加者：26名 

2020/11/6   参加者：30名 

2020/12/11  参加者：23名 

2021/1/15   参加者：32名 

2021/2/12   参加者：35名 

2021/3/26   参加者：32名 

（総評） 

 見えない、見えにくい方だけでなく、コロナ禍では外出制限やリモートワークの増加に 

より運動の機会が減りました。ビジョンパークにおいて体幹トレーニングを対面で実施す 

ることは難しくなりましたが、オンラインを活用し画面を通して、あるいは音声のみで運 

動を行っていただくことができました。 

床に座って行うだけでなく、イスに座ったままできるので、ご自宅だけでなくオフィス 

や病院の待合室など外出先からの参加者がいました。本トレーニングがコロナ禍に健康維

持・管理に役立ったことは参加者からの感想や参加人数の増加と安定からわかります。今

後も場所を問わず、年齢や性別に関係なく、どなたでも短時間（30分）で行える体幹トレ

ーニングは心と体の健康維持・増進の役割を担っていきます。 

 

３）副音声ガイド付き映画上映体験会 

本事業はビジョンパークにおいて多人数での開催となることから、新型コロナ感染拡大

対策のため開催できませんでした。 

 

 



４）eパラスポーツ 

2020/10/31     参加者：22名 

（総評） 

社会処方の一環として、ゲームを通したコミュニケーションや社会参加を支援する企

画。視覚障害者や肢体不自由の当事者たちによるアイデア集を共有することに始まり、ゲ

ームが持つ社会性や教育効果について当事者である教育者や当事者とゲームのアクセシビ

リティ機能の現状や今後の期待などを 3時間に渡り対話しました。本企画を通して確かな

手応えを感じており、今後社会的処方箋としてゲームの教育効果や社会的・心理的回復効

果を検証していく予定です。 

 

５）チャレンジド・ヨガ（オンライン無料体験会） 

2020/6/4 参加者：21名 

2020/7/28 参加者：12名 

2021/2/18 参加者：27名 

2021/3/11 参加者：37名 

（総評） 

コロナ禍における運動不足の解消およびお話しする交流の機会のニーズが高まったこと 

からチャレンジド・ヨガの協力を得て、オンラインで体験会を開催しました。ヨガ未経験

者も外出することなく自宅で気軽に楽しめました。                

また、チャレンジド・ヨガは視覚に障害のある方でもわかりやすいようインストラクタ 

ーが言葉のみで動きやポーズの説明をするので、高齢者にもわかりやすいと好評でした。 

 

（３）カウンセリング事業  

見えない・見えにくい方の生活を多角的に支援するため、見えない・見えにくい方を対

象とした座談会・相談会を開催し、社会資源の活用方法や補助具等に関する各種情報提供

し、患者同士のコミュニケーションの場の提供等に取り組みます。  

１）「ロービジョンの集い」の開催 

 内容：見えない・見えにくい当事者を中心にご家族や支援の専門家などが集まり、日常

生活での困りごとや情報の共有を行うほか、誰もが気軽に相談ができる集い

の場を提供しました。 

 開催方法：オンライン 

 対象：視覚障害者、一般 全 10回の総参加者数：321名  

2020/5/26 こころとからだの健康を考える集い 参加者：17名 

2020/7/28 将来の夢や進路を考える集い  参加者：9名 

2020/8/5 薬剤師さんに聞く！お薬のあれこれ 参加者：13名 

2020/9/29 家事や趣味を楽しむ集い      参加者：17名 

2020/10/20 Withコロナ生活を安全に楽しみましょう！ 参加者：26名 

2020/11/24 人生を語り楽しむ集い      参加者：30名 

2020/12/22 私たちの生活を変える!ナビレンズ(Navilens)を使ってみよう!!     

参加者：56名 

2021/1/26 見えない、見えにくい子どもさんを持つ親の集い 参加者：20名 

2021/3/17 電子図書館利用法・活用法  参加者：65名 

2021/3/30 仕事や家族のことを考える集い  参加者：68名 

（総評） 

コロナ禍でビジョンパークでの開催ができなくなり、2020年 3月に続き 4月も休止しま

したが開催を希望する声があったことからオンライン開催に切り替えました。ビジョンパ

ークで開催していた時には定員が 10名ということもあり、参加人数が 10から 15名程度

でしたが、オンラインに切り替えたことで参加者が増え、人数だけでなく参加者の居住地



も北海道から沖縄まで全国に広がりました。 

また、ロービジョンの集いは視覚障害者だけでなくその家族や友人知人が参加すること

が多かったのですが、就労している世代の参加は少ないのが課題でした。しかし、オンラ

インに切り替えたことで、職場からあるいは空き時間に参加が可能となり、「耳だけ参

加」という聞くだけの参加者が出てきました。 

 視覚障害者は孤独を感じやすく、孤立しやすいと言われてきましたがコロナ禍において 

はだれもが強制的に孤独、孤立を感じる環境に置かれ、一日中誰とも話さなかったという 

方もいました。 

今年度のロービジョンの集いは、これまでのじっくり話をするという形式とは少し異な

りましたが自宅や職場から自由に話せる場所をオンラインで提供することで、同じ障害や

悩みを持つのは自分一人ではないことを知り、仲間がいる安心感が得られたと考えます。 

コロナ禍では視覚に障害があるからこそ知りたい情報、社会の変化などテレビやラジオ

からは得られない情報があり、自宅や職場に居ながらにして得られたことが喜ばれ、最新

のデバイスの紹介なども滞ることなく発信できたと思います。 

 コロナが収束してもビジョンパークでの対面での開催だけでなく、オンライン開催の必 

要性を感じており、次年度以降の開催方法をハイブリッドにすることを検討します。 

 

２）相談コーナーの運営 

神戸アイセンターでは、「神戸アイセンター×ビジョンパーク連携カード」という連携

カードによって神戸アイセンター病院の医師や視能訓練士、看護師などがロービジョンに

関する情報提供が必要と感じたときに連携カードを発行する取り組みを行っています。 

しかし、今年度は COVID-19の感染拡大防止対策としてビジョンパークの休館を余儀なく

され、それに伴い相談様式の変更が必要となりました。 

具体的には下記の通り、電話や ICTを活用した相談対応を行いました。 

※下線ありはビジョンパークにスタッフ不在（リモートワーク）の期間 

 

●４月１日～５月３１日  ビジョンパーク全面休館、ビジョンパーク受付に設置した 

iPadと電話による対応（写真１） 

 

  
（写真１）ビジョンパーク受付 

●６月１日～７月１７日  通常対応 

 

●７月１８日～８月３１日 ビジョンパーク全面休館、ビジョンパーク受付設置した

iPadと電話による対応 

 

●９月１日～１２月１４日 ビジョンパーク開館、スタッフによる対応とビジョンパー 

ク受付に設置した iPadによるハイブリッド対応 

 

●１２月１５日～２月５日 ビジョンパーク一部締切、ビジョンパーク受付に設置した 



相談受付用 PC（写真２）とは別に相談専用コーナー２か所（写真３）を設置、電話によ 

る対応  

※１月１５日より連携カード読み取り用のスキャナを追加設置、２月１日より資料印刷 

用プリンタを追加設置 

  
（写真２）ビジョンパーク受付（PC）   （写真３）相談専用コーナー 

 
●２月６日～３月３１日 ビジョンパーク一部締切、感染防止対策としてアクリルボード

設置、スタッフによる対応とオンラインによる受付（写真４）、相談専用 PC（写真５）の

ハイブリッドで相談対応 

  
（写真４）ビジョンパーク受付（PC）    （写真５）相談専用コーナー 

 

今年度の相談件数は４７３件（月平均 39.4件）で、うち連携カードによる相談が１５９

件、連携カードなしの相談が３１４件でした（表１）。連携カードによる相談が減った原

因はオンラインでの対応となったことで病院側から連携カードの発行が少なくなったこと

が一因と考えられます。実際に、先生方からも受付にスタッフがいない状況では患者さん

を紹介しにくいというお声をいただきました。 

全体の相談件数としては２０１９年度の７８８件（表２）と比較すると約６０％（前年

度比４０％減）となっており、相談件数が減少したことはビジョンパークの休館やオンラ

イン対応になったことが大きな要因と言えます。 

しかし一方で、スタッフが常駐していない期間の相談（オンライン対応）であっても、

連携カードを持たない方の相談があったことから患者さんは相談を必要とされ、オンライ

ン相談を実施できたことがわかります。これは、世の中でオンライン（リモート）が一般

的になり、患者さんにもニューノーマルとして受け入れられた結果と考えられ、徐々に相

談件数が増加しました。また、外部からの相談についてはビジョンパークの休館に伴い、

人の移動を抑えるためにも積極的に電話での相談をご案内した結果、前年まで一定数あっ

た外部の病院・クリニックからの紹介患者さんの相談は減少したと考えます。 

 



（表 1）相談件数                      （単位：件）   

 
 

また、応対した相談者の年齢（図１）、疾患（図２）及び相談内容（図３）は多岐にわ

たるため、ご紹介する支援機器や用具（図４）も多岐に渡りますので図を参考にしてくだ

さい。 

 

 
（図１）相談者の年代（割合） 

 
（図２）相談者の疾患名（割合） 

 



 
（図３）相談内容（割合） 

 

 
（図４）紹介した支援機器・用具（割合） 

 

 
（図５）紹介した支援機関・団体（割合） 

 



３）相談コーナーの運営（協力団体・機関との連携） 

 ２１の協力団体・機関と連携して実施する相談業務については１４８回でした 

（表３）。 

 これは COVID-19感染拡大対策として各団体・機関がアウトリーチ活動を自粛したり、人

員不足などそれぞれの事情で対応ができないことが原因であり、２０１９年の開催回数３

３２回と比較すると４５％（前年度比約５５％減）となっています。 

 

（表３）支援協力機関・団体と相談コーナー開催数（単位：回） 

 
 
他機関と連携した相談を継続するために、ビジョンパークにいる患者さんと外部機関を

オンラインで結んで相談を行えるよう、１２月１５日からはビジョンパーク内に相談専用

の PCを設置し、オンラインを導入していない支援機関等には使い方のサポートなどを行い

ました。 

 それにより、オンラインでの相談を実施する団体・機関が少しずつ増え、最終的に７団

体がビジョンパークに来ることなくオンラインによる相談を実施するようになりました。

また、２団体は準備を進めており、２０２１年度以降はオンライン対応が可能となる予定

です。 



 他機関においても対面での相談が難しく、行っているところでも予約制や人数制限など

があり、相談を希望する人がすぐに対面相談をできる状況ではありません。オンラインに

よる相談はそういった状況であっても相談を行える手段として今後も定着すると考えられ

ます。今後も他機関と連携して、対面でなくても必要な時に相談を実施できるよう、体制

を整えていきます。 

（総評） 

 今年度は COVID-19に翻弄された１年で結果だけを見ると相談件数が減り、相談業務とし

ての成果は低いと感じるかもしれません。しかし、人類がはじめて体験することになった

COVID-19 の感染拡大という状況の中でも新しい相談様式を検討し、できることから始め、

既存のサービスや資源を活用してシステムを構築できたことはひとつの成果であると考え

ます。 

今後も継続すると思われる COVID-19感染対策、さらには地震や台風などの自然災害時に

も活用できるオンライン相談は遠隔診療にも応用できる可能性があります。神戸アイセン

ターが打ち出している眼のワンストップセンターとしての機能を持続させるためには、オ

ンラインの活用が有効かつ必要不可欠ではないかと今年度の取り組みの中で感じました。 

研究・治療だけでなく、ロービジョンケアが医療従事者にとってハードルの高い、難し

いものであっては普及しません。いちばん重要なのはロービジョンケアが必要な患者に、

必要な時につながることで、同時に医療従事者が無理をせずにできることです。 

それを実現できるということを実感できた１年でしたので、このオンラインを活用した

相談システムの取り組みについては視覚障害リハビリテーション研究発表大会（２０２１

年８月１２日から９月１２日、WEB 開催）において発表する予定です。その発表を通し

て、治療・研究だけでなく同時に必要となるロービジョンケアの重要性をお伝えしたいと

思います。 

 
４）遠隔相談  

 一般眼科に通院する視覚障害者に対してテレビ電話を介して情報提供に取り組みます。

本事業は、理事の仲泊が 2017年度〜2020年度に AMED研究事業として行いました「ICTを

活用した寡少専門家による地域・在宅ロービジョンケア」で培ったサービスシステムを当

法人に対して高額寄付を行なった眼科医療機関に呼びかけて行うものです。 

（総評） 

 一部の眼科医療機関への勧誘をしましたが、実現には至りませんでした。また、コロナ

禍でビジョンパークが稼働しなくなり、参加していただく福祉担当の調整も困難で、本年

度での施行を見合わせました。しかし、コロナ禍で培った通信技術を用いて、今後更なる

勧誘を行い、次年度での実践について検討していきたいと考えております。 

 

（４）研究開発事業 

情報化社会が進む中で見えない・見えにくい方の生活・就労支援に寄与する最新テクノ

ロジーに関する研究開発を行い、その成果を社会還元すること により、見えない・見え

にくい方の社会復帰・社会戦力化支援に資することを目的とします。  

１）視覚ダイナミックレンジテストの有効性評価 

東海光学株式会社との共同研究契約を基盤として、大阪大学、新潟大学、獨協大学、慈

恵医大および神戸アイセンター病院による多施設共同研究を企画、2020年 8月末を期限と

して施行ました。その成果を日本ロービジョン学会で発表し、さらに JAPANESE JOURNAL OF 

OPHTHALMOLOGY誌に報告しました。同共同研究は予定期間をもって終了しましたが、これで

得られた技術を用い、神戸アイセンター病院でデータ採取を進め、それをもとに日本眼光

学学会で発表いたしました。今後は、新たな研究事業として同病院との共同事業として継

続する予定です。 

 



２）視覚障害者の転落事故低減を目的とした電子式歩行補助具の空間認識技術の研究開発 

JR西日本あんしん社会財団の研究費助成金によって行っている九州工業大学石井研究室

との共同研究です。単年度助成を 3年連続で受託しました。視覚障害者安全つえの機能拡

張として、杖先の障害物または落ち込みの検知が可能で、その情報を振動で知らせるもの

を目指しています。本年度は、赤外線センサーを赤外線を用いた距離画像を取得するカメ

ラに置き換えて、装置の精度向上を図りました。本結果については、日本ロービジョン学

会および感覚代行シンポジウムで報告しました。なお、本研究助成は、一旦終了となりま

すが、コロナ禍による特例で、2021年 8月まで研究事業を継続することになっています。 

（総評） 

研究開発事業としては、企業との共同研究契約に基づき、アカデミアとの連携のもと上

記 2種を行いました。1)は、学会発表と論文作成を行いました。2)は、2年目までの経過

を学会発表しましたが、センサーを大胆に置き換えたため、被験者実験には至らず、当初

の予定からは遅れ気味です。今後も新たな研究を新たなパートナーと企画遂行して参る所

存です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2．視覚障害者に対する間接支援事業（公益目的事業②） 

（１）コンテスト事業  

１）isee! "Working Awards"2021 

今年で５回目となる「isee! "Working Awards"」は、「就労」に焦点をあて、視覚障害

者（見えない、見えにくい人）がどのように働いているのか【事例】、また、どうすれば

働けるのか、あるいはどんな働き方ができるか【アイデア】を募集しました。 

 応募された【事例】と【アイデア】を審査員に選んでいただき、広く社会に発信するこ

とで、視覚障害者の社会参加、就労、ひいては社会の戦力として働き、社会の損失を軽減

させることを目的としています。 

 本年の応募数は、51件で、内訳は、事例部門が 22件、アイデア部門が 29件でした。事

例部門及びアイデア部門いずれも増加し、これまでの応募数を上回りました。 

 審査の結果、事例部門の入賞が５件、事例部門の入選が 12件でした。また、アイデア

部門の入賞が５件、アイデア部門の入選が 13件でした。 

 

 
 



isee! “Working Awards” 2021受賞者発表・授賞式 

日時：2021年 2月 28 日(日)  13:30～15:30 

開催方法：Zoomによるオンライン 

参加者数：153名（うち受賞者 33名、審査員８名、スタッフ７名、一般参加者 105名） 

 

 
 

（総評） 

今回で５回目の募集でしたが、関係機関に募集案内を周知した結果、応募数が増加しま

した。まだまだ多くの応募を期待していますので、今後も周知を進めたいと思います。毎

年、応募いただいた内容については、事例、アイデアともに充実したものが多く、審査員

からも高く評価をしていただいています。受賞されなかったものについても、応募された

内容を何らかの方法で公開できればとのご意見もいただきました。 

今年の発表・授賞式は新型コロナウィルスのため、完全オンラインでの授賞式となりま

した。オンラインだったことで全国から多数の参加者があったことはプラスでした。受賞

者本人から受賞内容の紹介をしていただき、より発表者の思いを伝えることができまし

た。授賞式終了後の受賞者同士の交流の機会が持てなかったことが残念に感じました。 

受賞者の事例及びアイデアの内容については、公益社団法人 NEXT VISIONのホームペー

ジで公開し、広く社会の人々に知っていただけるように情報発信をしています。また、事

例とアイデアの内容、審査員のコメントを冊子にまとめた就労事例・アイデア集を作成

し、広く本事業の内容を周知させるため配布を行っています。 

 

２）サンキューカードを使った周知啓発  

 見えない、見えにくい方の移動を多角的に支援するために正しいガイドの仕方を一般の

方に周知するとともに、一人でも多く就労・就学で困っている視覚に障害のある方を見つ

けることを目的に配布しました。また、視覚に障害のある方を見つけ、必要な情報・支援

につなげる活動を見えない、見えにくい視覚に障害のある方にお手伝いいただくことで活

躍の場を広げる効果もあります。 



 
おもて面         うら面 

  
配布する地域は視覚障害者の活動地域となるため全国であり、昨年度に引き続き、下記

団体等を通じて配布しました。 

特定非営利活動法人タートル 

社会福祉法人日本ライトハウス 情報文化センター 

社会福祉法人日本ライトハウス リハビリテーションセンター 

国立神戸視力障害センター 

堺市健康福祉プラザ 

兵庫県視覚障害者福祉協会 

日本網膜色素変性症協会 

日本視覚障害者団体連合 

神戸市立盲学校 

兵庫県立視覚特別支援学校 

埼玉県立盲学校 

岡山県立盲学校 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 

神戸市立点字図書館 

非営利活動法人神戸アイライト協会 

HOYAビジョンケアカンパニー 

株式会社システムギアビジョン 

株式会社尼崎眼鏡院 

HOT POTの会 

三輪書店（「ポイントマスターロービジョンケア外来ノート」に付属） 

 

（総評） 

 支えられる側であった視覚障害者が、サンキューカードを配布することで視機能に不安

や障害を持つ人を掘り起こし、情報を伝えるといった新たな役割を担うことになりまし

た。また、カードを配布された一般の方にとっては、視覚障害者への声のかけ方や手引き

の仕方を知る機会となり、社会貢献の一助となる可能性が生まれたと考えます。 

配布を継続するにあたり、本事業に賛同し協賛してくださる企業を探すことが次年度以

降の課題です。 

 



（５）講演・セミナー事業 

１）ロービジョンセミナー 

 「ポイントマスター！ロービジョンケア外来ノート」を所有している人を対象として、

これをテキストとした web セミナーを 6 月から 3 月までの毎月 1 回行いました。本テキス

トを執筆した者を講師として、15 分程度の講演を 2 本とその質疑応答を行いました。203

名の通年会員と 3 名の単回会員を得ました。10 回のセミナーの講義部分を編集し、第 1 回

と第 2 回を公開、第 3 回以降の 8 回を会員限定として、YouTube に公開し、総計で 3460 回

の視聴が行われました。 

 

２）ロービジョン支援ホームページの運用 

 理事の仲泊が 2010 年から積み上げてきたロービジョンケアの用語説明と施設リンクを

目的としたホームページ（https://www.shikakuriha.net）を NEXT VISIONのサーバー上

に移設しました。2021年 3月までに 19800件（2020年 4月には 16500件）のアクセスが

ありました。今後は NEXT VISIONのホームページから入れるようになる予定です。 

 

３）日本眼科医会連携 

 地方においては視覚障害者が最初に受診する可能性が高いのは地域の眼科クリニックで

あり、全国の眼科クリニックの開業医が所属する日本眼科医会と連携しました。iSee!運

動での眼科医賞の追加や日本眼科医会の HPと連携などを通して開業医の眼科医への情報

発信を強める予定です。 

 

４）視覚障害者体験 VR研修 

視覚障害者が周囲の人に自分が視覚障害者であり困難さを的確に伝えれらない背景に

は、視覚障害の種類や困難さの多様性を周囲のメンバーが認識しにくい背景があります。

VRを利用した教育コンテンツでは１人称で困難さを理解することができるため、支援者教

育の強力なコンテンツとなり得るため、VRコンテンツの開発の指導を行い、教育ソフトを

開発しました。今後リアルな研修が開催できる時期がきたら、研修コンテンツとして導入

予定です。 

 

（６）ビジョンパークを活かした情報発信 

 本事業は新型コロナ感染拡大対策のため行うことができませんでした。今後も状況をみ

ながらの実施になる予定です。 

 

（７）みんなで作るビジョンパーク会議 

  寄附者、賛助会員、連携協力機関の方への活動報告と意見交換会をオンラインで実施

しました。 

2020/11/29 大感謝祭 2020 参加人数：62名 

（内容）活動報告 

    世界にひとつだけのストーリー（利用者インタビュー）8名 

    支援者からの声 5団体 

    グループトーク（参加者による交流・意見交換会） 

（総評） 

  寄附者、賛助会員は報告書等で NEXT VISIONで実施している事業、活動内容は知って

いても、実際に利用者がどのように思い、生活が変化するかまでは知ることはできませ

ん。そこで今回は利用者ご本人に実際に活動に参加してよかったことや情報が得られた



ことで人生にどのような影響があったかなどお話いただくことで、NEXT VISION事業や

ビジョンパークの役割について知っていただく機会になったと思います。 

また、支援機関の方々からもビジョンパークでのアウトリーチ活動についてお話いた

だいたことで一般の方に、その機関が普段どのような活動を行っているかお知らせする

ことができました。 

今後も NEXT VISIONの活動やビジョンパークの役割を理解し、支援をいただけるよう

情報を発信し続けることで法人の運営を安定させ、より多くの視覚に障害のある方と情

報を必要とする方への支援活動を行いたいと思います。 

 

 

Ⅱ．法人運営 

1．理事会 

   第１６回 令和２年６月２９日 

   議題  

    １．令和元年度の事業報告及び計算書類の承認 

    ２．社員総会の招集と議案等の承認 

    ３．役員報酬規程の改定の承認 

    ４．理事の任期満了に伴う後任者選任の承認 

    ５．職務の執行状況についての報告 

 

第１７回 令和２年７月１７日 

   議題 

    １．代表理事 1名選定の承認 

２．常務理事 1名選定の承認 

 

   第１８回 令和３年２月２８日 

   議題 

１．令和３年度の事業計画及び収支予算・資金調達及び設備投資の見込を記載し

た書類の承認 

２．社員総会の招集と議案の承認 

３．職務の執行状況について報告 

 

2．社員総会 

   第１５回 令和２年７月１７日 

   議題   

   １．令和元年度事業報告及び計算書類の承認 

   ２．役員報酬規程の改定の承認 

   ３．理事の任期満了に伴う後任者選任の承認 

 

   第１６回 令和２年２月２８日 

   議題  

    １．令和３年度の事業計画及び収支予算・資金調達及び設備投資の見込を記載し

た書類の承認 


